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第 1 部はクチコミ動機に関する研究であり、第 2 部は推奨動機に関する研究となって
いる。 













 そこで、章を改め、第 7 章において、顧客のロイヤリティ向上やクチコミを創出す
るために企業側が仕掛けるブランド・コミュニティの一形態であるアンバサダー・プ
ログラムについて取り上げ、その特徴や活用事例について整理した。 
 続く第 8 章では、ブランド・コミュニティ研究を援用して調査設計を行った後、ア
ンバサダー・プログラムを対象とした調査を実施した。リサーチクエスチョンは、次
































的に明らかにしたケースは少ない。本研究の学術的な意義と新規性は 4 点ある。1 つ


















































 次に実務的な意義について述べる。本研究の実務的な意義は 2 点ある。 
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 1 つ目は、企業が活用できるポジティブなクチコミ、すなわち推奨を創出し促進さ
せるメカニズムを明らかにした点である。企業はブランド・コミュニティの一形態
であるアンバサダー・プログラムを主宰し、自社ブランドのファンとの関係強化に
つながる様々なアクティビティの運営を行うことで、彼らの態度と行動に影響を与
えることができるだろう。特にブランドとの同一化とブランド・コミュニティとの
同一化を強化する施策を行うことで、彼らのブランド・コミットメントを高めるこ
とが重要である。もちろんクチコミ創出と促進の方法には、様々な手法が考えら
れ、本研究の結果が唯一ではないものの、現実的な観点から実務に貢献できる研究
成果が得られたと考える。 
 2 つ目は、アンバサダー・プログラムの有用性を検証した点である。先述のよう
に、アンバサダー・プログラムは実務レベルでは多く運用されているものの、研究
の歴史が浅く、解明されていないことが多い。しかしながら、一般的にアンバサダ
ー・プログラムは企業に直接的な利益をもたらすプロフィット・センターとは異な
り、コスト・センターとして捉えられがちである。その理由は、運用成果の検証が
十分になされていないことにある。今回、本研究で、アンバサダー・プログラムが
自社ブランドのクチコミ創出や反復購入に影響を及ぼすことを明らかにしたこと
で、今後、企業のアンバサダー・プログラム運営にプラスの影響が及ぶことを期待
したい。 
 以上、本論文の分析から得られた知見は、当該分野の研究の進展に貢献したと判断
し、審査員一同は、本論文の筆者である藤崎 実氏が博士（経営管理学）の学位を受ける
に価するものと考える 
 
 
